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(関　正美)Ⅰ-249

4.10　燃料循環工学

4. 10. 1　重水素，トリチウムの性質と製造

(奥野健二)Ⅰ-250
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5.4.3　冷却材との両立

(廣瀬貴規，近藤正聡)Ⅰ-290

5.4.4　ブランケット構造材料への

コーティング　　　( 鈴木晶大)Ⅰ-29Ⅰ

5.5　 大型構造材料

5.5.1　遮蔽材料，マグネット構造材料

(助川篤彦, 濱田一弥)Ⅰ-292

5.5.2　放射化物の物量低減( 飛田健次)Ⅰ-293

5.6　 材料照射試験

5.6.1　核融合中性子照射試験装置(ＩＦＭＩＦ)

(杉本昌義)Ⅰ-294

5.6.2　原子炉　　　　　　( 四竃樹男)Ⅰ-296

5.6.3　荷電粒子照射　　( 長谷川　晃)Ⅰ-297

5.6.4　微小試験片技術と規格化

(若井栄一)Ⅰ-298

5.6.5　材料開発ロードマップ

(室賀健夫)Ⅰ-299
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